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１．本研究科の研究領域として、「運動機能科学領域」、「生活行為科学領域」、「コミュ

ニケーション科学領域」の３つの領域を設けて、これらの領域ごとに、教育・研究

を推進できるカリキュラムを編成する。  

 
２．人の健康増進や生活向上に役立つ基礎的要素を涵養して新たなリハビリテーショ

ン学の追求を図るうえで必要となる学術活動の基礎を習得できるように、特別研究、

専門科目群とは別に、必修科目として「共通科目」６科目を配置する。  

 
３．本研究科では、地域リハビリテーションの実践において活躍できる人材の養成を

目指していることを踏まえ、「地域リハビリテーションリーダー論」及び「地域支援

学特論」を全領域に共通の必修科目とする。 

 
４．認知機能及び認知症に関する最新の知識を教授するために、「認知機能・認知予備

力特論」を共通科目に配置する。  

 
５．理学療法士、作業療法士、言語聴覚士という異なる学問的背景を有する学生の要

請に応えて、リハビリテーション学関連の基礎的要素を涵養するために、幅広い関

連領域から精選した選択科目として「支持科目」１３科目を配置する。  

 
６．領域ごとの「専門科目」については、各領域の特論と演習を組み合わせて、基礎

と応用の２段階の内容で科目設定を行い、実践課題を研究テーマとしての特別研究

へとつなげるようなカリキュラムを編成する。 

 
７．ディプロマ・ポリシーに掲げた知識と技能を修得するために、選択する領域ごと

にコースワークとリサーチワークを適切に組み合わせることが可能なカリキュラ

ム編成を行う。 

 
８．社会人であるリハビリテーション専門職者の学修と仕事の両立を可能にするため

に、夜間、土曜日の開講を行い、２年コースと３年コースのどちらかを選択できる

環境を整える。 


